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　将棋は情報がすべて明かされている競技の
ため「読みの勝負」といわれる所以ですが、
深く読むことと、その正確さの両方が大きく
勝負に影響します。
　またそれ以前の問題として現局面で、最善
に近い候補手を選び出す作業が重要になりま
す。間違った方向性でいくら読みを深めて
も、それは徒労でしかなく、読みと同時に直
感も同じくらい大事です。
　直線で十手先を見通すのは、どんな棋士で
も容易でないことで、それは途中の分岐の数
が膨大になるからです。直線は10でも、枝分
かれの先まで加えるとその単位が一桁、二桁
と簡単に上がってしまいます。
　藤井竜王・名人が最後の「詰み」の部分に
おいて特に傑出した能力を発揮するのは、絶
対解がある場合での読みの速度と正確さが、
ほかの棋士と段違いの能力であるからに他な
りません。藤井さんが読み切って、詰ましに
きたら相手は諦めるよりないのです。
　中盤戦においては、詰みという絶対性がな
いので、どんなトップ棋士でも判断が難し
く、指し手を選ぶのに多くの時間を必要とし
ます。一時間級の長考をして見通しをつけて
も、すぐ次の手で思案外の対応をされると、
かけた時間と労力は無駄に帰するように思え
ますが、棋士は長くこの世界で生きていく中
で、意表をつかれる状況こそが、局面の均衡
を保たれている場合の多さを理解していて、
また丁寧に一から読み直すことも、ごくあた

りまえの日常です。
　自分の読み筋に相手がそのままレールに乗
ってきた場合は不穏で、プロ同士で「しめし
め、自分の思う通りに進むぞ」と喜ぶ人はま
ずいません。相手も乗ってきたということ
は、その先に当然成算がある訳で、どちらか
がその結論の判断の大きな誤りを意味しま
す。そして、そこまで進むと軌道修正はきき
ません。読み筋通りに進む状況は、嬉しさど
ころか、引き返せない恐怖でしかなく、実戦
で最も危険な状況なのです。
　ラグビーでは、ボールを持っていない選手
の走りこそがそのゲームの良質さにつながる
と伺ったことがあります。一見無駄走りに思
える選手の動きこそが、次の場面をどう展開
するか決めるからなのでしょう。個々のいい
ランがチームの勝利を呼び込むのだと思いま
す。
　一手一手読みを入れて、相手が別の手を指
し全て無駄になるというさまは、多くのドミ
ノを丁寧に並べて、それを一瞬で崩されるさ
まに似ているかも知れません。そして、崩さ
れていく無常さこそがバランスの取れた勝負
をしていることの証であり、何事もなく積み
直すことができるのです。思い通りにいかな
い状態こそがいちばん健全…わかっていて
も、徒労感ですぐ次の手で疑問手という経験
ばかりの自身の棋士生活を「待った」したい
です（苦笑）。
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